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宮津市の自然･歴史文化･生活技術を活かしたエコツーリズムによる地域づくり 

宮津市エコツーリズム推進協議会 会長   粉川 宗久 
宮津市エコツーリズム推進協議会 事務局 ○山口 孝幸 

（京都府 宮津市 産業振興室長） 
 

１． 活動方針・目的 

従来の天橋立に依存した観光のあり方を見直し、地域の自然や歴史文化・生活技術を住民・

団体の工夫によって観光につなげることで地域が一体となって振興を図る仕組みづくりに

取り組む。 
「ほんものだから、触れたい、出会いたい－宮津天橋立・本物こだわり旅」をキャッチフ

レーズに、ひと・食・体験で来訪者と地域がつながるプログラムづくりを目指している。地

域の当たり前にこだわり、持続可能な取組を目指す。 
 

２． 活動内容 

無理をした“ツクリモノ”ではない「今」・「ここ」・「本物」にこだわったガイドや体験プ

ログラムを提供するほか、地域ごとに事業者・加工グループと弁当･食事･土産物の企画、住

民参加型ツアーマーケットの実施など。 
旅行会社とタイアップした企画ツアーでは、多くの来訪者に「ありがとう。」「また来たい

です。」といった言葉をいただき、リピーターも多い。こうした心の交流が住民の誇りづく

りにつながり地域を元気にしている。 
 

３． 他の活動団体の参考となる事例 

受入れを開始した当初は、思いが先行し、あれこれと内容が過密になることがあった。 
地域が肩の力を抜き、ありのまま、当たり前の暮らしの中にこそ見ることが出来る「魅力」

を感じてもらえるよう心がけている。 
・ ゆったり隙間の時間を作る。  
・ 時間や効率を優先させない。 
・ 地域資源や人に負荷を与えない持続可能な仕組みを大切にする。 
（不便さも、それが本物ならあえて体験してもらう。） 

・ ツクリモノでない「今」「ここ」「本物」にこだわる。 
 

４． 今後の課題等 

今後、協議会の自立運営に向けては、一定の収益が必要となるが、ガイドや体験プログラ

ムなど着地型旅行商品の販売手数料だけでは厳しいのが現状である。一方で、エコツーリズ

ムによる地域振興は、観光客がもたらす経済効果だけでなく、活動を通じた集落の景観保全

や伝統技術の保存継承、交流を通じた生きがいの創出、地域に対する住民の誇りづくりなど

多岐にわたる。こうした効果は、金額や数値だけでは表せないものが多いが、どれも地域に

とって大切なものである。取組を継続していくための他地域の事例を知りたい。 
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できることを持ち寄って
「地域の元気づくり」につなげよう

平成19年から各種団体と勉強会を始める。
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宮津市エコツーリズム推進協議会
設立総会

平成20年6月
市民団体、NPO法人等の18団体で構成

協議会で取り組んだ事業
エコツアーガイド養成講座
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協議会で取り組んだ事業
体験プログラムの掘り起こし

世屋里山暮らし「柿渋作り」

協議会で取り組んだ事業
エコツアーガイドブックの作成
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ガイド養成講座修了者
ガイド部会の活動スタート

体験プログラムの商品化
藤織り伝承交流館見学と体験
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こだわりのお弁当づくり
食材から調理まで地元産

お土産もほんもの
地元持ち寄りマーケット
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ツアーの様子
秋のブナ林黄葉ガイドウオーク

ツアーの様子
にほんの里100選上世屋集落
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地域に元気が生まれる
草刈り、古道整備、雪かき

地域が元気になるエコツーリズムの
仕組みづくり（地域づくり）を進めます
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